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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視感度特性に近い分光感度特性の定常光測光手段と、それぞれ異なる分光感度特性の複
数の測色用測光手段と、前記定常光測光手段の測光出力に基づいて被写体の露出量を決定
する露出量決定手段と、前記複数の測色用測光手段の測光出力に基づいて被写体の色を判
定し、かつ判定した色に基づいて露出補正量を決定する露出補正量決定手段とを備え、前
記露出補正量決定手段は、前記露出量決定手段で決定された露出量を当該露出補正量決定
手段で決定した露出補正量で補正して適正露出量とし、かつ前記露出補正量の決定に際し
ては、前記複数の測色用測光手段のうちの一つの色の測色用測光手段の出力と、他の複数
の色の測色用測光手段の出力の平均との差分をとり、当該差分が大きくなるにつれて前記
露出補正量を大きくすることを特徴とする測光装置。
【請求項２】
　前記定常光測光手段は５００～６００ｎｍに感度ピークを有する分光感度特性の測光セ
ンサで構成され、前記測色用測光手段は、青色光を測光する青色用測光センサと、緑色光
を測光する緑色用測光センサと、赤色光を測光する赤色用測光センサとを含んで構成され
ていることを特徴とする請求項１に記載の測光装置。
【請求項３】
　前記測色用測光手段は、それぞれ測光面が複数の測光エリアに分割され、前記露出補正
量決定手段は前記測光エリアの少なくとも一つの測光エリアについての前記測色用測光手
段の測光出力から得られる前記差分に基づいて前記露出補正量を決定することを特徴とす
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る請求項１または２に記載の測光装置。
【請求項４】
　前記測色用測光手段での測色を行う少なくとも一つの測光エリアは、被写体の中央部、
または当該中央部を含む選択された測光エリアであることを特徴とする請求項３に記載の
測光装置。
【請求項５】
　前記測色用測光手段での測色を行う少なくとも一つの測光エリアは、カメラの合焦を行
うための測距領域と同一領域であることを特徴とする請求項３に記載の測光装置。
【請求項６】
　前記定常光測光手段は測光面が複数の測光エリアに分割され、前記露出補正量決定手段
は、前記定常光測光手段の複数の測光エリアの測光出力のうち、最大出力と最小出力との
差分をコントラスト値とし、このコントラスト値が大きくなるにつれ、前記露出補正量が
小さくなるように前記露出補正量を補正することを特徴とする請求項１ないし５のいずれ
かに記載の測光装置。
【請求項７】
　前記定常光測光手段は前記緑色用測光センサと兼用され、前記緑色用測光センサの測光
出力を前記定常光測光手段の測光出力とすることを特徴とする請求項２ないし６のいずれ
かに記載の測光装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は一眼レフカメラに適用して好適な測光装置に関し、特に被写体の反射率の相違及
び被写体のコントラストの違いによる露出誤差を解消してカメラ撮影での適正露出を得る
ことを可能にした測光装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年のカメラに備えられている測光装置は反射光式測光装置と称されるものが殆どであり
、この反射光式測光装置は、被写体で反射された光をカメラの観察光学系を通して測光素
子で測光し、この測光値に基づいて被写体の輝度を測定し、さらにこの測定値に基づいて
カメラでの露出制御値を算出している。しかし、この種の測光装置は、その原理上被写体
の光反射率を知ることができないため、被写体の光反射率を一定の値、例えば１８％と仮
定して露出制御値を算出することが行われている。このため、光反射率が１８％よりも高
い白っぽい被写体は高輝度に測定し、これに応じて露出を制限するためにアンダーに露光
されてしまい、逆に光反射率が１８％よりも低い黒っぽい被写体は露出を増加させるため
にオーバに露光されてしまうことになる。また、このような被写体における光反射率の違
いは、前記したような白っぽい場合或いは黒っぽい場合に限られるものではなく、被写体
の色の相違によっても生じている。例えば、被写体の色が黄色の場合には、光反射率が７
０％にも達するため、標準光反射率を前記したように１８％とすると、約２Ｅｖの露出ア
ンダーとなる。逆に、被写体の色が青色の場合には光反射率が９％程度であるため、約１
Ｅｖの露出オーバとなる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このため、従来の測光装置では、撮影者が被写体の色を判定し、その判定した色から光反
射率を推測し、被写体が白っぽい場合、あるいは黄色のように光反射率が高い場合にはオ
ーバ目に、また逆に被写体が黒っぽい場合、あるいは青色のように光反射率が低い場合に
はアンダー目となるような露出補正を可能にした露出補正装置を備えた測光装置が提案さ
れている。このような露出補正を行うことにより、前記した問題を解消することは可能で
あるが、このような被写体の色からその光反射率を推測して露出補正を行うためにはある
程度の経験や熟練を必要とし、全ての撮影者がこのような露出補正を行うことは実際には
不可能であり、しかも露出補正に際して撮影者による操作が必要とされることは、近年に
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おける自動撮影を可能にしたカメラの測光装置として好ましいものではない。
【０００４】
また、被写体の色を測色するために、被写体を３色分解して測光し、その測光出力から被
写体の色を判定するようにした測光装置も提案されている。このような被写体の色判定を
測光装置において自動的に行うことにより、前記した撮影者による作業を不要にすること
は可能であるが、露出補正を行った場合に、被写体の色の純度が異なっているような場合
には、露出補正量が必ずしも適正でない場合が生じる。すなわち、被写体の色を例えば青
色と判定した場合に、同じ青色でも、青色の成分が多くて被写体全体が純粋に近い青色を
しているような被写体の場合と、青色に赤色や緑色の成分が含まれており、色の判別上ど
ちらかと言えば青色として判定される被写体のような場合があり、このように被写体が同
じ青色と判定される場合においても、青色の純度に実質的な差が生じている被写体の場合
に、その露出補正量を、青色に対応する露出補正量として一義的に設定されている値に決
定したのでは、青色と判定された被写体の全てに対する適正な露出補正の信頼性が低いも
のになる。例えば、前記した例のように、青色の純度の高い被写体を基準に露出補正量を
決定すると、青色の純度の低い被写体の場合には露出補正量が過大となり、逆に青色の純
度の低い被写体を基準に露出補正量を決定すると、青色の純度の高い被写体の露出補正量
が不足することになる。
【０００５】
また、前記したような露出補正を行った場合に、被写体の明るさのコントラストの如何に
よっては、露出補正量が必ずしも適正でない場合がある。すなわち、コントラストが高い
被写体の場合には、明るい部分が補正値に与える影響は、コントラストが低い被写体の明
るい部分が与える影響よりも大きくなる。例えば、被写体の一部領域が光反射率が高く、
他の一部領域がこれよりも光反射率の低い場合には、光反射率の低い部分での反射光に基
づいてオーバ目に露出補正を行うと、光反射率の高い部分での露出がオーバ露出になって
しまい、全体としての適正露出を得ることが難しくなるという問題も生じる。
【０００６】
本発明の目的は、被写体の光反射率の相違にかからわず、しかも被写体の色の純度の違い
、並びに被写体の明るさのコントラストの違いにかかわらずカメラ撮影での適正露出を可
能とした測光装置を提供するものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の測光装置は、視感度特性に近い分光感度特性の定常光測光手段と、それぞれ異
なる分光感度特性の複数の測色用測光手段と、前記定常光測光手段の測光出力に基づいて
被写体の露出量を決定する露出量決定手段と、前記複数の測色用測光手段の測光出力に基
づいて被写体の色を判定し、かつ判定した色に基づいて露出補正量を決定する露出補正量
決定手段とを備え、前記露出補正量決定手段は、前記露出量決定手段で決定された露出量
を当該露出補正量決定手段において決定した露出補正量で補正して適正露出量とし、かつ
当該露出補正量の決定に際しては、前記複数の測光センサのうちの一つの色の測光センサ
の出力と、他の複数の色の測光センサの出力の平均との差分をとり、当該差分が大きくな
るにつれて前記露出補正量を大きくすることを特徴とする。ここで、前記定常光測光手段
は５００～６００ｎｍに感度ピークを有する分光感度特性の測光センサで構成され、前記
測色用測光手段は、青色光を測光する青色用測光センサと、緑色光を測光する緑色用測光
センサと、赤色光を測光する赤色用測光センサとを含んで構成される。
【０００８】
　例えば、本発明では、前記測色用測光手段は、それぞれ測光面が複数の測光エリアに分
割され、前記露出補正量決定手段は前記測光エリアの少なくとも一つの測光エリアでの測
色用測光手段の測光出力から得られる前記差分に基づいて前記露出補正量の決定を行う構
成とする。この場合、前記測色を行う少なくとも一つの測光エリアは、被写体の中央部、
または当該中央部を含む選択された測光エリアとする。また、前記測色を行う少なくとも
一つの測光エリアは、カメラの合焦を行うための測距領域と同一領域であることが好まし
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い。
【０００９】
さらに、本発明においては、前記定常光測光手段は測光面が複数の測光エリアに分割され
、前記定常光測光手段の複数の測光エリアの測光出力のうち、最大出力と最小出力との差
分をコントラスト値とし、前記露出補正量決定手段は前記コントラスト値に基づいて前記
露出補正量を補正することを特徴とする。この場合、前記露出補正量決定手段は、前記コ
ントラスト値が大きくなるにつれ、露出補正量が小さくなるように前記露出補正量を補正
する。
【００１０】
本発明によれば、一つの色の測色用測光手段の出力と、他の色の測色用測光手段の出力と
の差をとることで被写体の色の純度が検出でき、この色の純度が高いほど露出補正量を大
きくすることにより、色の純度が異なる被写体に対しても適正な露出量を得ることが可能
になる。この場合、被写体の中央部、または中央部を含む複数の測光エリアでの測色用測
光手段の出力に基づいて被写体の色の純度を検出することで、撮影対象となる被写体をよ
り適正な露出で撮影することが可能になる。さらに、被写体のコントラストを加味して露
出補正量を決定することで、より好ましい露出での撮影が可能になる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。図１は本発明をレンズ交換式一眼レ
フカメラの測光装置に適用した実施形態の模式的な斜視図、図２はその要部の側面構成図
であり、撮影レンズ２が着脱されるカメラボディ１内には、クイックリターンミラー３、
ピントグラス４、ペンタプリズム（又はペンタミラー）５、及び接眼光学系６が内装され
ている。前記クイックリターンミラー３の一部はハーフミラー部３ａとして構成され、撮
影レンズ２で結像される被写体光の一部を前記ハーフミラー部３ａを透過し、かつ補助反
射ミラー７で反射して測距装置８に導いている。この測距装置８は被写体に対して複数の
ポイントで測距を行うマルチ測距装置であってもよく、その測距データに基づいてＡＦ（
自動焦点）制御を行うために用いられ、また、測距ポイントにより被写体位置検出にも用
いられる。また、前記ペンタプリズム５には、後述するように、前記接眼光学系６側の面
の４箇所に合計４個の測光素子として機能する測光センサ９が配設されており、それぞれ
前記撮影レンズ２により結像される被写体光の一部を受光するように構成される。さらに
、前記撮影レンズ２とカメラボディ１とは電気接点部１０を介して相互に電気接続されて
おり、前記撮影レンズ２に内蔵されているレンズＲＯＭ１１は、前記カメラボディ１に内
蔵されているＣＰＵで構成される制御回路２０に電気接続されている。前記カメラボディ
１の外面にはＬＣＤ（液晶）表示器２１、レリーズボタン２２を含む各種操作ボタンが設
けられる。なお、カメラボディ１内に設けられているフィルムの巻上げ機構を始めとする
他のカメラ機構については、ここでは説明を省略する。
【００１２】
前記４個の測光センサ９は、図３（ａ）にカメラ背面側から見た図を示すように、前記ペ
ンタプリズム５の接眼光学系側の上部中央に配置された２個の測光センサ９Ｄ，９Ｇと、
下側の左右端にそれぞれ１個ずつ配置された２個の測光センサ９Ｂ，９Ｒとで構成されて
いる。前記各測光センサ９Ｄ，９Ｇ，９Ｂ，９ＲはＦＰＣ（フレキシブルプリント回路基
板）９１に搭載されて前記各位置に固定支持されており、かつ各測光センサ９Ｄ，９Ｇ，
９Ｂ，９Ｒの前面に配置された集光レンズ９２によってそれぞれ被写体像を各測光センサ
９Ｄ，９Ｇ，９Ｂ，９Ｒの測光面に結像するように構成されている。また、前記各測光セ
ンサ９Ｄ，９Ｇ，９Ｂ，９Ｒはそれぞれ図４（ａ）のように、被写体画面を複数の領域、
ここでは中心領域Ａ０、その左右領域Ａ１，Ａ２、上下領域Ａ３，Ａ４、さらに四周囲領
域Ａ５の６つの測光エリアに区画し、測光面が前記各測光エリアＡ０～Ａ５に対応して分
離形成されてアンプＡＭＰを一体に形成した測光ＩＣチップとして形成されている。そし
て、図４（ｂ）に示すように、各測光エリアＡ０～Ａ５に結像した被写体からの反射光量
を測光するように構成されている。なお、図４（ｂ）において、Ｐ０～Ｐ２は、前記ＡＦ
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制御を行うための測距ポイントを示している。
【００１３】
前記測光センサ９Ｇは測光面に緑色のフィルタが配設されて緑色光を主体に受光するＧ用
の測光センサとして、他の１つの測光センサ９Ｂは測光面に青色のフィルタが配設されて
青色光を主体に受光するＢ用の測光センサとして、さらに他の１つの測光センサ９Ｒには
赤色のフィルタが配設されて赤色を主体に受光するＲ用の測光センサとしてそれぞれ構成
されている。ここで前記３つのＧ用、Ｂ用、Ｒ用の測光センサ９Ｇ，９Ｂ，９Ｒは測色素
子として構成されており、各測光センサに配設されている緑色、青色、赤色のフィルタの
分光透過率特性は、ここでは図５に示す特性のものが用いられており、それぞれ、ほぼ５
４０ｎｍ、４２０ｎｍ、６２０ｎｍに透過率ピークを有している。なお、残りの１つの測
光センサ９Ｄには色フィルタは配設されていないが、その分光測光特性は、図５のように
５００～６００ｎｍの範囲に感度ピークを有する視感度分布特性に近い特性に設定され、
定常光を測光する定常光測光素子としての定常光用測光センサとして構成されている。
【００１４】
図６は前記カメラの主要部の回路構成を示すブロック回路図である。前記４つの測光セン
サ９Ｄ，９Ｇ，９Ｂ，９Ｒは制御回路２０に対して、定常光とＲＧＢの各色光を測光した
測光値を出力する。また、前記測距装置８の出力を測距値として前記制御回路２０に出力
し、ＡＦ装置２５による自動焦点制御を実行させる。一方、前記制御装置２０には、前記
レリーズボタン２２の半押し、全押しに追従して順序的にオン動作される測光スイッチＳ
ＷＳ、及びシャッタレリーズスイッチＳＷＲからのスイッチ情報信号が入力され、レリー
ズボタン２２の半押しによってオンする測光スイッチＳＷＳからのスイッチ情報信号が入
力されたときに、所要のアルゴリズムでの測光演算を行い、この演算に基づいて露出値を
算出する。そして、この算出した露出値に基づいて露出制御装置２３を制御し、撮影を実
行する。また、算出した露出値は、表示ドライバ２４を駆動して前記ＬＣＤ表示器２１に
表示する。なお、前記制御回路２０内には、後述する測光演算に必要とされる各種の値を
予め記憶しているＥＥＰＲＯＭ（電気的に書き換え可能なＲＯＭ）２６と、一時的に各種
データを記憶するＲＡＭ２７が内蔵されている。
【００１５】
以上の構成のカメラにおける測光装置の測光動作を説明する。図７は測光動作のゼネラル
フローチャートであり、先ず、このゼネラルフローチャートを用いて測光の全体の流れを
説明する。ステップＳ１１においてレリーズボタン２２の半押しによりオンされる測光ス
イッチＳＷＳのオンを確認すると、レンズ通信処理Ｓ１２を実行し、制御回路２０はカメ
ラボディ１に装着されている撮影レンズ２の固有情報を取り込む。この固有情報は撮影レ
ンズ２の開放絞りやレンズ焦点距離等のように、撮影レンズの種類に応じて測光演算に影
響を与える固有の情報として、撮影レンズに内蔵のレンズＲＯＭ１１から電気接点部１０
を介して入力される。次いで、測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３を実行する。この測
光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３では、撮影レンズ２及びカメラボディ１内のクイック
リターンミラー３、ペンタプリズム５を通して前記各測光センサ９で測光して得られるア
ナログデータの測光値を、制御回路２０での演算に用いることが可能なデジタルデータの
測光値Ｂｖｄに変換演算する。次いで、前記測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３で得ら
れた測光値Ｂｖｄと、レンズ通信処理Ｓ１２で取り込んだ前記撮影レンズ２の固有情報と
を用いて開放測光補正演算処理Ｓ１４を実行し、撮影レンズ２の違いによる測光誤差を無
くす。
【００１６】
次いで、露出値演算処理Ｓ１５において、前記測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３で得
られた定常光用測光センサ９Ｄでの測光値Ｂｖｄに基づき露出値Ｌｖｄを算出する。この
露出値演算処理Ｓ１５では、撮影時の条件、例えば、逆光撮影、撮影倍率、撮影シーン等
に基づいて露出値Ｌｖｄを演算するためのパラメータを算出し、かつこのパラメータに基
づいて露出値Ｌｖｄを算出する。また一方で、前記測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３
で得られたＲＧＢ用の各測光センサ９Ｒ，９Ｇ，９Ｂの測光値Ｂｖｄ・ｒ、Ｂｖｄ・ｇ、
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Ｂｖｄ・ｂに基づいて測色処理Ｓ１６を行い、被写体の色を測色するとともに、測色した
色に基づいて露出補正値としての測色補正値ＣＣを算出する。次いで、コントラスト補正
処理Ｓ１７では、定常光用測光センサ９Ｄの測光値Ｂｖｄに基づいて被写体における輝度
差（コントラスト値）を検出し、このコントラスト値に基づいて前記測色補正値ＣＣを補
正する。そして、露出値測色補正処理Ｓ１８では、前記測色補正値ＣＣに基づいて露出値
演算処理Ｓ１５で求めた露出値Ｌｖｄを補正する。しかる後、レリーズスイッチＳＷＲの
オンを確認すると（Ｓ１９Ａ）、ステップＳ１８で得られた露出値Ｌｖｄに基づいて露出
制御装置２３が露出制御を行い（Ｓ２０）、カメラでの撮影を実行する。なお、レリーズ
スイッチＳＷＲがオンされないときには、測光タイマのＯＦＦを検出し（Ｓ１９Ｂ）、測
光タイマのＯＦＦにより所定時間が経過するまでは前記ステップＳ１２以降のフローを繰
り返し、所定時間が経過したときには、ステップＳ１１に戻る。
【００１７】
以下、前記ゼネラルフローチャートの各処理を個々に説明する。先ず、レンズ通信処理Ｓ
１２のフローチャートを図８に示す。レンズ通信処理Ｓ１２では、測光スイッチＳＷＳの
オンを制御回路２０が検出すると、電気接点部１０を介して撮影レンズ２のレンズＲＯＭ
１１に対してアクセスし、当該レンズＲＯＭ１１に記憶されている撮影レンズ２の固有情
報を読み出し（Ｓ１０１）、制御回路２０のＲＡＭ２７に格納する。ここで、撮影レンズ
の固有情報としては、「レンズ種類」，「レンズデータ」，「最短撮影距離」，「撮影距
離」，「レンズ焦点距離」，「射出瞳位置」，「開放Ｆナンバー」，「開口効率」等のデ
ータがレンズＲＯＭに記憶されており、この実施形態では前記制御回路２０はこれらの情
報のうち、少なくとも「レンズ焦点距離」，「射出瞳位置」，「開放絞り」，「開口効率
」を読み出してＲＡＭ２７に記憶する。
【００１８】
前記測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３のフローチャートを図９に示す。この測光セン
サ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３では、先ず、前記４個の測光センサ９Ｄ，９Ｇ，９Ｂ，９Ｒ
のうち、定常光測光素子としての定常光用測光センサ９Ｄにおける図４に示した各測光エ
リアＡｉ（ｉ＝０～５）のそれぞれの出力電圧値（アナログデータ）をＡ／Ｄ変換した値
Ｂｖａｄ〔ｉ〕として得るとともに、測色素子としての、他の３個のＧ，Ｂ，Ｒ用の各測
光センサ９Ｇ，９Ｂ，９Ｒの各測光エリアＡｉ（ｉ＝０～５）のそれぞれの出力電圧値（
アナログデータ）をそれぞれＡ／Ｄ変換したＢｖａｄ・ｇ〔ｉ〕、Ｂｖａｄ・ｂ〔ｉ〕、
Ｂｖａｄ・ｒ〔ｉ〕を得る。しかる上で、前記定常光用測光センサ９ＤのＡ／Ｄ変換値Ｂ
ｖａｄ〔ｉ〕を輝度に応じた測光値Ｂｖｄ（ｉ）に調整する（ステップＳ１１１）。また
、他の３個のＧ，Ｂ，Ｒ用の各測光センサ９Ｇ，９Ｂ，９ＲのＡ／Ｄ変換値Ｂｖａｄ・ｇ
〔ｉ〕、Ｂｖａｄ・ｂ〔ｉ〕、Ｂｖａｄ・ｒ〔ｉ〕もそれぞれ輝度に応じた測光値Ｂｖｄ
・ｇ〔ｉ〕、Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕、Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕に調整する（Ｓ１１２）。なお、前記
ステップＳ１１１，Ｓ１１２におけるＡ／Ｄ変換は、各出力電圧値（アナログデータ）を
検出レベルに対応したデジタルデータに変換するという、通常行われているＡ／Ｄ変換技
術が適用される。
【００１９】
前記開放測光補正演算処理Ｓ１４のフローチャートを図１０に示す。前記レンズ通信処理
Ｓ１２において、撮影レンズ２のレンズＲＯＭ１１から読み出して制御回路２０のＲＡＭ
２７に記憶した「レンズ焦点距離」，「射出瞳位置」，「開放絞り」，「開口効率」に基
づいて、開放測光補正値Ｍｎｄ１〔ｉ〕を算出する（Ｓ１２１）。この開放測光補正値Ｍ
ｎｄ〔ｉ〕の算出方法は、本願出願人が先に特開昭６３－２７１２３９号公報で提案して
いるところであるが、簡単に説明すれば、個々のカメラボディ毎の光学特性の違いと、前
記「レンズ焦点距離」，「射出瞳位置」，「開放絞り」，「開口効率」のそれぞれとの違
いに起因する適正露出からのずれ量を補正するための補正値ｍｖ１，ｍｖ２，ｍｖ３，ｍ
ｖ４をそれぞれ計算し、これらの補正値の総和ｍｖ１＋ｍｖ２＋ｍｖ３＋ｍｖ４を開放測
光補正値Ｍｎｄ１〔ｉ〕とする。また、この開放測光補正値Ｍｎｄ１〔ｉ〕は、測光セン
サ９Ｇ，９Ｂ，９Ｒに対応して、それぞれＭｎｄ１・ｇ〔ｉ〕、Ｍｎｄ１・ｂ〔ｉ〕、Ｍ
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ｎｄ１・ｒ〔ｉ〕とする。
【００２０】
しかる上で、前記測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３で得られた測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕に
前記開放測光補正値Ｍｎｄ１〔ｉ〕を加算し、その加算結果を新たな測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕
とする。すなわち、
Ｂｖｄ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ〔ｉ〕＋Ｍｎｄ１〔ｉ〕
の演算を行う（Ｓ１２１）。同様に、測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理Ｓ１３で得られたＧ
，Ｂ，Ｒ用の各測光センサ９Ｇ，９Ｂ，９Ｒの測光値Ｂｖｄ・ｇ〔ｉ〕、Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ
〕、Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕に対しても、それぞれ開放測光補正値Ｍｎｄ１・ｇ〔ｉ〕、Ｍｎｄ
１・ｂ〔ｉ〕、Ｍｎｄ１・ｒ〔ｉ〕を加算し、それぞれを新たな測光値とする。すなわち
、
Ｂｖｄ・ｇ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｇ〔ｉ〕＋Ｍｎｄ１・ｇ〔ｉ〕
Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕＋Ｍｎｄ１・ｂ〔ｉ〕
Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕＋Ｍｎｄ１・ｒ〔ｉ〕
の演算を行う。この結果、各測光値はそれぞれ、撮影レンズ２とカメラボディ１との組合
せによって生じる各撮影レンズ２の個体差による測光値への影響が解消された測光値とな
る（Ｓ１２２）。
【００２１】
前記露出値演算処理Ｓ１５のフローチャートを図１１に示す。この処理では、前処理まで
に得られた測光値のうち、測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕に対し、実際に撮影を行う際の条件によっ
て測光値を補正し、この補正により適正な露出値Ｌｖｄを得るための処理である。すなわ
ち、定常光用測光センサ９Ｄの測光エリアＡ０～Ａ５の各測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕を相互に比
較し、あるいは総体的に検出することで、撮影する状態が、逆光撮影、夕暮れ撮影、夜景
撮影等のいずれの状態の蓋然性が高いものであるかを判定し、その判定結果に基づいて各
測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕に対して重み付けを行い、あるいは一つの測光値のみを採用する等の
手法により、当該撮影状態に好適な露光値Ｌｖｄとして演算する処理である。この露出値
を得るための補正手法としては、これまでにも種々の手法が提案されているが、この実施
形態では、各測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕から露出値算出用のパラメータを算出する（Ｓ１３１）
。すなわち、パラメータの高輝度リミット（Ｓ１３２）、逆光判定（Ｓ１３３）、重み付
けパラメータ算出（Ｓ１３４）、撮影倍率チェック（Ｓ１３５）　、撮影シーン判定（Ｓ
１３６）、撮影シーン高輝度時プラス補正（Ｓ１３７）についてそれぞれの補正値を算出
し、かつその算出したパラメータと前記測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕とで露出値Ｌｖｄを算出する
（Ｓ１３８）。
【００２２】
前記測色処理Ｓ１６のフローチャートを図１２に示す。この測色処理Ｓ１６では、前記し
たように被写体の色を測色するとともに、測色した色に基づく測色補正値ＣＣを算出する
。この測色処理Ｓ１６は、測色パラメータの初期化を行った後（Ｓ２１）、カラーフィル
ムの基準色温度、約５５００Ｋに一致するように光源補正値を得るための処理Ｓ２２と、
得られた光源補正値により補正処理を行う光源差補正処理Ｓ２３と、後工程の測色演算で
用いるための測色パラメータを得るための測色パラメータ算出処理Ｓ２４と、測色で使用
する定数を設定するための測色定数設定処理Ｓ２５と、前記各処理で得られた補正値、パ
ラメータ、定数に基づいて測色判定を行なう測色判定処理Ｓ２６と、判定された色に基づ
いて測光センサの各測光エリアＡ０～Ａ５のそれぞれにおける測色補正値ＣＣ〔ｉ〕を演
算する領域測色補正値演算処理Ｓ２７と、各測光エリアのそれぞれの測色補正値ＣＣ〔ｉ
〕に基づいて全体としての測色補正値ＣＣを演算するＣＣ演算処理Ｓ２８とを順序的に実
行するフローとなっている。なお、この測色処理の詳細は後述する。
【００２３】
そして、図７に示した前記露出値測色補正処理Ｓ１８では、前記測色処理Ｓ１６で演算さ
れ、かつ必要に応じてコントラスト補正処理Ｓ１７において補正された測色補正値ＣＣに
基づいて露出値演算処理Ｓ１５で求めた露出値Ｌｖｄを補正し、最終的な露出値Ｌｖｄと
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する。すなわち、
Ｌｖｄ＝Ｌｖｄ＋ＣＣ
の演算を実行する。
【００２４】
次に、前記測色処理Ｓ１６の図１２に示した前記した各処理Ｓ２２～Ｓ２８について説明
する。前記光源補正値演算処理Ｓ２２のフローチャートを図１３に示す。この光源補正値
演算処理Ｓ２２は測光センサのＢｖｄ値を基準設定する際に調整用光源（Ａ光源）を使用
しているため、実際に撮影を行う光源、主に太陽光を受光した場合におけるＢｖｄ値のず
れを補正するためのものである。ここでは、Ｇ（緑色）を基準にして、Ｇに対するＢ（青
色）とＲ（赤色）の相対的な光源補正値を求めて光源補正を行っている。先ず、ＧＢＲに
ついて、光源データＢｖｄ・ｌｉｇｈｔ・ｇ、Ｂｖｄ・ｌｉｇｈｔ・ｂ、Ｂｖｄ・ｌｉｇ
ｈｔ・ｒを制御回路２０のＥＥＰＲＯＭ２６から読み込む（Ｓ１４１）。ついで、Ｇを基
準としたときのＢ用の測光センサ９Ｂの光源調整値ａｄｊ・ｓｕｎ・ｂと、同じくＲ用の
測光センサ９Ｒの光源調整値ａｄｊ・ｓｕｎ・ＲをそれぞれＥＥＰＲＯＭ２６から読み出
す（Ｓ１４２）。ここで、前記各光源調整値の例は次の通りである。ａｄｊ・ｓｕｎ・ｂ
＝＋８
ａｄｊ・ｓｕｎ・ｒ＝－４
ただし、前記した測光センサ９の調整をＡ光源ではなく、太陽光相当の光源で行った場合
には、これらの光源調整値はそれぞれ「０」となる。
【００２５】
しかる上で、前記光源データと光源調整値とから、Ｂ用の測光センサ９Ｂの光源補正値ｌ
ｉｇｈｔ・ｇｂを、
ｌｉｇｈｔ・ｇｂ＝Ｂｖｄ・ｌｉｇｈｔ・ｇ－Ｂｖｄ・ｌｉｇｈｔ・ｂ＋ａｄｊ・ｓｕｎ
・ｂ
の式から求める。同様に、Ｒ用の測光センサ９Ｒの光源補正値ｌｉｇｈｔ・ｇｒを、
ｌｉｇｈｔ・ｇｒ＝Ｂｖｄ・ｌｉｇｈｔ・ｇ－Ｂｖｄ・ｌｉｇｈｔ・ｒ＋ａｄｊ・ｓｕｎ
・ｒ
の式から求める。これにより、ＢとＲの各光源補正値ｌｉｇｈｔ・ｇｂ、ｌｉｇｈｔ・ｇ
ｒが求められる（Ｓ１４３，Ｓ１４４）。
【００２６】
前記光源差補正処理Ｓ２３のフローチャートを図１４に示す。ここでは、前記光源補正値
演算処理Ｓ２２で求められたＢとＲの各光源補正値に基づいて、Ｂ用の測光センサ９Ｂと
、Ｒ用の測光センサ９Ｒの各測光エリアＡ０～Ａ５でそれぞれ受光して得られる測光値Ｂ
ｖｄ・ｂ〔ｉ〕とＢｖｄ・ｒ〔ｉ〕（ｉ＝０～５）について光源差補正を行う。先ず、Ｂ
用の測光センサ９Ｂの各測光エリアについて、
Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕＋ｌｉｇｈｔ・ｇｂ
を計算する（Ｓ１５１）。次いで、同様に、Ｒ用の測光センサ９Ｒの各測光エリアについ
て、
Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕＋ｌｉｇｈｔ・ｇｒ
を計算する（Ｓ１５２）。これにより、Ｂ用とＲ用の各測光センサ９Ｂ，９Ｒの測光出力
に補正が加えられることになり、Ｇ，Ｂ，Ｒの各測光センサ９Ｇ，９Ｂ，９Ｒの各測光出
力は、太陽光に対して等しい測光特性に基準化される。
【００２７】
前記測色パラメータ算出処理Ｓ２４のフローチャートを図１５に示す。ここでは、光源差
補正された各測光センサ９の出力から、後の処理フローでの測色判定で使用する測色パラ
メータを算出する。測色パラメータとして、Ｇ用の測色パラメータＧｆ〔ｉ〕、Ｂ用の測
色パラメータＢｆ〔ｉ〕、Ｒ用の測色パラメータＲｆ〔ｉ〕が算出される（Ｓ１６１，Ｓ
１６２，１６３）。算出式は次の通りである。
Ｇｆ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｇ〔ｉ〕－（Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕＋Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕）／２
Ｂｆ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕－（Ｂｖｄ・ｇ〔ｉ〕＋Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕）／２
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Ｒｆ〔ｉ〕＝Ｂｖｄ・ｒ〔ｉ〕－（Ｂｖｄ・ｂ〔ｉ〕＋Ｂｖｄ・ｇ〔ｉ〕）／２
【００２８】
このように、測色パラメータ算出処理Ｓ２４では、Ｒ，Ｇ，Ｂのうちの一つの色の測光セ
ンサの出力と、他の二つの色の測光センサの出力の平均との差を取って、これを測色パラ
メータとしてしている。このことは、得られた一つの色の測色パラメータは、当該一つの
色成分に対して他の二つの色成分がどの程度混在しているかを示していることになり、結
果として当該一つの色の測色パラメータの値は、被写体における当該一つの色の純度を示
すことになる。例えば、前記Ｂｆ〔ｉ）についてみると、その値が大きいほど、被写体に
おける青色の成分に対して、赤色及び緑色の成分が少ないと言え、被写体はより青らしく
、青の純度が高いものと言える。逆に、Ｂｆ〔ｉ〕の値が小さいときには、青色に含まれ
る赤色や緑色の成分が多く、被写体はどちらかと言えば青色と判定される程度の色であり
、青の純度が低いものと言える。
【００２９】
前記測色定数設定処理Ｓ２５のフローチャートを図１６に示す。ここでは後の処理フロー
での測色判定で使用する測色定数をＥＥＰＲＯＭ２６から読み出す。測色定数としては、
測色判定用しきい値、測色判定用係数、測色補正値ＣＣ算出用係数、測色補正値ＣＣ算出
用調整値である。各測色定数は次のように示される。
測色判定用しきい値：判定値・＊１〔ｉ〕
測色判定用係数：係数・＃１〔ｉ〕，係数・＃２〔ｉ〕
測色補正値ＣＣ算出用係数：ＣＣ係数・＊１〔ｉ〕
測色補正値ＣＣ算出用調整値：ＣＣ調整値・＊１〔ｉ〕
ここで、＊はｇ，ｂ，ｒ，ｍ，ｙ，ｃを示し、＃はｇ，ｂ，ｒを示している。なお、ｇは
緑色、ｂは青色、ｒは赤色であることはこれまでと同様であるが、ｍはマゼンタ色、ｙは
黄色、ｃはシアン色を示している。また、この処理においては、各測光センサの各測光エ
リアＡ０～Ａ５のそれぞについて測色定数を設定しており、したがって、その処理フロー
としては、最初にｉ＝０に設定し（Ｓ１７１）、前記各設定値をＥＥＰＲＯＭ２６から読
み出した上で（Ｓ１７３～Ｓ１７６）、ｉを１加算する演算（ｉ＝ｉ＋１）を行い（Ｓ１
７７）、同様にｉ＝５に達するまで繰り返し読み出す（Ｓ１７２）。なお、この読み出し
た値は制御回路２０のＲＡＭ２７に記憶する。なお、前記した各測色定数の一例を図１７
に示す。
【００３０】
前記測色判定処理Ｓ２６を図１８及び図１９のフローチャートに基づいて説明する。この
測色判定処理Ｓ２６では、Ｇ，Ｂ，Ｒ用の各測光センサ９Ｇ，９Ｂ，９Ｒの各対応する測
光エリアＡ０～Ａ５毎に測色を行っており、結果として各測光エリアＡ０～Ａ５で測光し
た被写体の色を判定している。すなわち、図１８の左フローにおいて、ｉ＝０に設定し（
Ｓ１８１）、以後ｉ＝５に達するまで（Ｓ１８２）、フローを繰り返す。ここで、色〔ｉ
〕は色パラメータとし、色・ｍａｘ〔ｉ〕と色・ｍｉｎ〔ｉ〕はそれぞれ判定色パラメー
タとする。先ず、色パラメータ色〔ｉ〕を無色とした上で（Ｓ１８３）、Ｒｆ〔ｉ〕＜判
定値・ｃ１〔ｉ〕を判断する（Ｓ１８４）。条件を満たすときには、｜Ｂｆ〔ｉ〕－Ｇｆ
〔ｉ〕｜＜｜係数・ｒ１〔ｉ〕×Ｒｆ〔ｉ〕｜を判断し（Ｓ１８５）、この条件を満たす
ときには、色・ｍｉｎ〔ｉ〕＝Ｒｆ〔ｉ〕とする（Ｓ１８６）。また、ステップＳ１８４
，Ｓ１８５でいずれも条件を満たさないときには、Ｇｆ〔ｉ〕＜判定値・ｍ１〔ｉ〕を判
断する（Ｓ１８７）。条件を満たすときには、｜Ｂｆ〔ｉ〕－Ｒｆ〔ｉ〕｜＜｜係数・ｇ
１〔ｉ〕×Ｇｆ〔ｉ〕｜を判断し（Ｓ１８８）、この条件を満たすときには、色・ｍｉｎ
〔ｉ〕＝Ｇｆ〔ｉ〕とする（Ｓ１８９）。また、ステップＳ１８７，Ｓ１８８でいずれも
条件を満たさないときには、Ｇｆ〔ｉ〕＞判定値・ｇ１〔ｉ〕を判断する（Ｓ１９０）。
条件を満たすときには、｜Ｂｆ〔ｉ〕－Ｒｆ〔ｉ〕｜＜｜係数・ｇ２〔ｉ〕×Ｇｆ〔ｉ〕
｜を判断し（Ｓ１９１）、この条件を満たすときには、色・ｍａｘ〔ｉ〕＝Ｇｆ〔ｉ〕と
する（Ｓ１９２）。
【００３１】
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さらに、図１８の右フローにおいて、ステップＳ１９０，Ｓ１９１でいずれも条件を満た
さないときには、Ｂｆ〔ｉ〕＞判定値・ｂ１〔ｉ〕を判断する（Ｓ１９３）。条件を満た
すときには、｜Ｇｆ〔ｉ〕－Ｒｆ〔ｉ〕｜＜｜係数・ｂ２〔ｉ〕×Ｂｆ〔ｉ〕｜を判断し
（Ｓ１９４）、この条件を満たすときには、色・ｍａｘ〔ｉ〕＝Ｂｆ〔ｉ〕とする（Ｓ１
９５）。また、ステップＳ１９３，Ｓ１９４でいずれも条件を満たさないときには、Ｒｆ
〔ｉ〕＞判定値・ｒ１〔ｉ〕を判断する（Ｓ１９６）。条件を満たすときには、｜Ｂｆ〔
ｉ〕－Ｇｆ〔ｉ〕｜＜｜係数・ｒ２〔ｉ〕×Ｒｆ〔ｉ〕｜を判断し（Ｓ１９７）、この条
件を満たすときには、色・ｍａｘ〔ｉ〕＝Ｒｆ〔ｉ〕とする（Ｓ１９８）。さらに、ステ
ップＳ１９６，Ｓ１９７でいずれも条件を満たさないときには、Ｂｆ〔ｉ〕＜判定値・ｙ
１〔ｉ〕を判断する（Ｓ１９９）。条件を満たすときには、｜Ｇｆ〔ｉ〕－Ｒｆ〔ｉ〕｜
＜｜係数・ｂ１〔ｉ〕×Ｂｆ〔ｉ〕｜を判断し（Ｓ２００）、この条件を満たすときには
、色・ｍｉｎ〔ｉ〕＝Ｂｆ〔ｉ〕とする（Ｓ２０１）。このフローを前記したようにｉ＝
０～５まで行うことで、各測光エリアＡ０～Ａ５についてそれぞれ色・ｍａｘ〔ｉ〕と色
・ｍｉｎ〔ｉ〕が得られる。
【００３２】
そして、得られた色・ｍａｘ〔ｉ〕と色・ｍｉｎ〔ｉ〕について、図１９のフローチャー
トにおいて、色・ｍｉｎ〔ｉ〕＝Ｒｆ〔ｉ〕を判断し（Ｓ２０２）、条件を満たすときに
は、色〔ｉ〕＝シアンとする（Ｓ２０３）。条件を満たさないときには、色・ｍｉｎ〔ｉ
〕＝Ｇｆ〔ｉ〕を判断し（Ｓ２０４）、条件を満たすときには、色〔ｉ〕＝マゼンタとす
る（Ｓ２０５）。このとき、後段の色が優先されることになり、ステップＳ２０３におい
て色〔ｉ〕＝シアンとした場合でも、ステップＳ２０５において色〔ｉ〕＝マゼンタとし
たときには、マゼンタが優先され、色をマゼンタとする。以下、同様に、色・ｍａｘ〔ｉ
〕＝Ｇｆ〔ｉ〕のときには色〔ｉ〕＝緑色とし（Ｓ２０６，Ｓ２０７）、前工程でマゼン
タとした場合でも、緑色が優先されることになる。さらに、同様に、色・ｍａｘ〔ｉ〕＝
Ｂｆ〔ｉ〕のときには色〔ｉ〕＝青色とし（Ｓ２０８，Ｓ２０９）、色・ｍａｘ〔ｉ〕＝
Ｒｆ〔ｉ〕のときには色〔ｉ〕＝赤色とし（Ｓ２１０，Ｓ２１１）、色・ｍｉｎ〔ｉ〕＝
Ｂｆ〔ｉ〕のときには黄色とする（Ｓ２１２，Ｓ２１３）。結果として、黄色が最も優先
されることになるが、これよりも前フローではフロー中における条件を満たす最終の色が
当該測光エリアの色として判定されることになる。このフローについても、ｉ＝０～５ま
で繰り返すことで（Ｓ２１４）、各測光エリアＡ０～Ａ５の色がそれぞれ判定される。
【００３３】
前記領域測色補正値演算処理Ｓ２７は、判定された各測光エリアの色に基づいて、各測光
エリア毎の被写体色の相違による測色補正値ＣＣ〔ｉ〕を演算するものであり、図２０に
フローチャートを示す。最初に、ｉ＝０に設定し（Ｓ２２１）、以後ｉ＝５に達するまで
、フローを繰り返す（Ｓ２２２）。先ず、色〔ｉ〕＝無色であるかを判断し（Ｓ２２３）
、条件を満たすときにはＣＣ〔ｉ〕＝０とする（Ｓ２２４）。条件を満たさないときには
、色〔ｉ〕＝シアンであるかを判断し（Ｓ２２５）、条件を満たすときには、ステップＳ
２２６において、ＣＣ〔ｉ〕の演算を行う。ここでは、測色補正値ＣＣ〔ｉ〕を次のよう
に演算する。
ＣＣ〔ｉ〕＝ＣＣ係数・ｃ１〔ｉ〕×（Ｒｆ〔ｉ〕－判定値・ｃ１〔ｉ〕）＋ＣＣ調整値
・ｃ１〔ｉ〕
シアンでないときには、色〔ｉ〕＝マゼンタであるかを判断し（Ｓ２２７）、条件を満た
すときには、ステップＳ２２８において、ＣＣ〔ｉ）の演算を行う。ここでは、測色補正
値ＣＣ〔ｉ〕を次のように演算する。
ＣＣ〔ｉ〕＝ＣＣ係数・ｍ１〔ｉ〕×（Ｇｆ〔ｉ〕－判定値・ｍ１〔ｉ〕）＋ＣＣ調整値
・ｍ１〔ｉ〕
同様にして、色〔ｉ〕がいずれの色であるかを順次判断し（Ｓ２２９，Ｓ２３１，Ｓ２３
３，Ｓ２３５）、色〔ｉ〕が緑色のときには、ステップＳ２３０において、測色補正値Ｃ
Ｃ〔ｉ〕を次のように演算する。
ＣＣ〔ｉ〕＝ＣＣ係数・ｇ１〔ｉ〕×（Ｇｆ〔ｉ〕－判定値・ｇ１〔ｉ〕）＋ＣＣ調整値
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・ｇ１〔ｉ〕
また、色〔ｉ〕が青色のときには、ステップＳ２３２において、測色補正値ＣＣ〔ｉ〕を
次のように演算する。
ＣＣ〔ｉ〕＝ＣＣ係数・ｂ１〔ｉ〕×（Ｂｆ〔ｉ〕－判定値・ｂ１〔ｉ〕）＋ＣＣ調整値
・ｂ１〔ｉ〕
また、色〔ｉ〕が赤色のときには、ステップＳ２３４において、測色補正値ＣＣ〔ｉ〕を
次のように演算する。
ＣＣ〔ｉ〕＝ＣＣ係数・ｒ１〔ｉ〕×（Ｒｆ〔ｉ〕－判定値・ｒ１〔ｉ〕）＋ＣＣ調整値
・ｒ１〔ｉ〕
また、色〔ｉ〕が黄色のときには、ステップＳ２３６において、測色補正値ＣＣ〔ｉ〕を
次のように演算する。
ＣＣ〔ｉ〕＝ＣＣ係数・ｙ１〔ｉ〕×（Ｂｆ〔ｉ〕－判定値・ｙ１〔ｉ〕）＋ＣＣ調整値
・ｙ１〔ｉ〕
しかる後、ｉを１加算し（Ｓ２３７）、このフローをｉ＝０～５まで繰り返すことで、各
測光エリアＡ０～Ａ５における測色補正値ＣＣ〔ｉ〕がそれぞれ演算される。
【００３４】
このように、測色補正値ＣＣ〔ｉ〕の算出においては、測色パラメータ算出ステップＳ２
４（図１５）において得られた測色パラメータＧｆ〔ｉ〕，Ｒｆ〔ｉ〕，Ｂｆ〔ｉ〕を要
素として含んでいる。そのため、測色パラメータの値が大きいときには測色補正値ＣＣ〔
ｉ〕の値も大きくなる。例えば、青色の測色パラメータＢｆ〔ｉ〕についてみると、Ｂｆ
〔ｉ〕の値が大きいときには、被写体の青色の純度が高く、より青らしい被写体として判
断されるため、赤色や緑色が混在して、どちらかと言えば青色であると判断される被写体
の場合よりも、測色補正値ＣＣ〔ｉ〕の値を大きくすることになる。これにより、被写体
が同じ青色であると判断された場合においても、その青色の純度の違いに応じてそれぞれ
適正な露出補正値の決定が行われることになり、露出補正の信頼性が高いものになる。
【００３５】
しかる上で、ＣＣ演算Ｓ２８において、測色補正値ＣＣ〔ｉ〕から測色補正値ＣＣを演算
する。この演算では、ｉ＝０～５の各ＣＣ〔ｉ〕を単純平均し、あるいは中央部、ないし
はその近傍領域の出力に重み付けを行った上で平均を取る等の手法が行われる。ここで、
測色補正値ＣＣは、前記した例ではｉを０～５として説明したが、中央部のみ測色するよ
うに構成できることは明らかである。また、測距装置から得られる合焦エリア情報を元に
して、合焦エリアを一つ選択して合焦エリアと一致する測色エリアを選択して測色補正値
ＣＣを得ることも可能である。このようにすれば、全てのエリアについて測色を行う必要
がなく、測色領域の数を低減することが可能になる。
【００３６】
以上のようにＣＣ演算処理Ｓ２８では測色補正値ＣＣ〔ｉ〕に基づいて測色補正値ＣＣを
得ることができ、この測色補正値ＣＣを、図７に示した露出値測色補正処理Ｓ１８におい
て露出値Ｌｖｄを補正することにより適正な露出での撮影が可能になる。これにより、本
発明の目的は実現されるが、さらに好ましい形態として、この実施形態では、図７のコン
トラスト補正処理Ｓ１７において、被写体の輝度差、すなわちコントラストに応じて露出
補正値をさらに補正している。すなわち、被写体のコントラスト如何によっては、測色補
正値ＣＣが必ずしも適正でない場合があることは前記したとおりである。そこで、コント
ラストが大きい被写体の場合には露出補正値を抑制することとする。図２１において、こ
こでは先ず、図７のゼネラルフローでの露出値演算処理Ｓ１５の処理途中で得られた測光
値Ｂｖｄ〔ｉ〕を保持しておき、この測光値Ｂｖｄ〔ｉ〕の最大値と最小値の差をとり、
その差分を測光コントラスト値Ｂｖ・ｃｏｎとする（Ｓ２４１）。
Ｂｖ・ｃｏｎ＝｛ｍａｘ（Ｂｖｄ〔ｉ〕）－ｍｉｎ（Ｂｖｄ〔ｉ〕）｝
ここで、ｉ＝０～５であるが、被写体の周辺部のコントラストの影響によって被写体中央
部の露出が適正でなくなることを避けるために、周辺部の受光量は考慮しないように、ｉ
＝０～４にするか、あるいは周辺部に１以下の重み付けを付けるようにしてもよい。
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【００３７】
そして、測光コントラスト値が大きいほど測色補正値ＣＣを実質的に小さくするために、
測色補正値ＣＣに乗算する係数としてのコントラスト補正値Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋを求める（
Ｓ２４２）。ここでは、次式を採用する。
Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋ＝｛１－（Ｂｖ・ｃｏｎ／８）｝
なお、式中の除数の「８」は、経験則から求めた値である。そして、コントラスト補正値
Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋが負になることを避けるために、Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋ＜０の判断を行い（
Ｓ２４３）、条件を満たす場合には、Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋ＝０とする（Ｓ２４４）。条件を
満たさないときには、算出された値Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋをそのままコントラスト補正値とす
る。そして、得られたコントラスト補正値Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋを用いて、前記測色補正値Ｃ
Ｃについて、
ＣＣ＝Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋ×ＣＣ
を演算し、コントラスト補正された測色補正値ＣＣを得る（Ｓ２４５）。
【００３８】
しかる上でコントラスト補正された測色補正値ＣＣに基づいて、図７に示した露出値測色
補正処理Ｓ１８において、露出値演算処理Ｓ１５で求めた露出値Ｌｖｄを補正し、最終的
な露出値Ｌｖｄとする。この計算式は前記したように、
Ｌｖｄ＝Ｌｖｄ＋ＣＣ
である。そして、この補正された露出値Ｌｖｄに基づいて、露出制御装置において、カメ
ラの露出制御を行うことにより、被写体のコントラストの違いにかかわらず、反射率の影
響を低減し、適正露出での撮影が可能となる。特に、測光コントラスト値が大きくなると
、ステップＳ２４２で求めたコントラスト補正値Ｂｖ・ｃｏｎ・ｋが小さくなり、結果と
して測色補正値ＣＣが実質的に小さくなるので、例えば、コントラストが大きい場合に、
反射率の低い部分に基づいて露出補正量を露出オーバ方向に決定した場合でも、その露出
オーバの程度を抑制し、反射率の高い部分が過度に露出オーバになることが防止される。
また、逆に、コントラストが小さい場合には、測色補正値ＣＣを補正する程度は小さくな
り、被写体の色に応じた適正な露出値の補正量を演算させることになる。
【００３９】
ここで、図２１における測光コントラスト値Ｂｖ・ｃｏｎの算出方法においては、例えば
、測距装置８を、図４（ｂ）のＰ０～Ｐ２の３点のように複数の測距点での測距を行うマ
ルチ測距装置として構成し、このマルチ測距装置からの測距データに基づいて複数の測距
点のいずれかを選択して当該測距点に対して合焦を行うような場合には、当該合焦された
測距点が含まれる測光エリアを前記一の測光エリアとし、その隣接する測光エリア又は周
囲の測光エリアとの測光コントラストを算出することで、合焦された被写体の部分とその
近傍ないし周囲の部分をより適正な露出で撮影することが可能になる。
【００４０】
なお、前記実施形態では、定常光測光を行うための定常光用測光センサ９ＤをＢ，Ｇ，Ｒ
用の各測光センサ９Ｂ，９Ｇ，９Ｒとは別に独立した測光センサとして設けているが、Ｇ
用の測光センサ９Ｇの受光特性は５４０ｎｍ近傍にピークを有しており、視感度分布特性
に近い定常光用測光センサ９Ｄの特性に近いので、図３（ｂ）に示すように、定常光測光
用の測光センサをＧ用の測光センサ９Ｇで兼用してもよい。この場合には、図７に示した
ゼネラルフローの処理Ｓ１１～Ｓ１５については、Ｇ用の測光センサ９Ｇの測光出力Ｂｖ
ａｄ・ｇをＢｖａｄに置き換えて演算を行えばよい。このように、定常光用測光センサ９
ＤをＧ用の測光センサ９Ｇで構成することにより、測光装置を３つの測光センサで構成す
ることが可能となり、ペンタプリズムの接眼光学系側に配置する測光センサの数を図３（
ａ）の構成の場合に比較して１個低減することができ、コストの低減が図れるとともに、
測光センサの配置スペースを低減してカメラボディの小型化が可能となる。また、この場
合に図３（ｂ）のように、Ｇ用の測光センサ９Ｇを定常光用測光センサ９Ｄと同様にペン
タプリズム５の接眼光学系側の中央上部に配置することにより、Ｇ用の測光センサ９Ｇに
おける測光感度分布を左右対称として測光精度を高いものにすることも可能である。
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【００４１】
【発明の効果】
以上説明したように本発明は、被写体を複数の測色用測光手段により測色して露出量の補
正を行うに際し、一つの色の測色用測光手段の出力と、他の色の測色用測光手段の出力と
の差をとることで被写体の色の純度を検出し、当該出力の差が大きいほど、すなわち前記
一つの色の純度が高いほど露出補正量を大きくすることにより、色の純度が異なる被写体
に対しても適正な露出量を得ることが可能になる。また、被写体の中央部、または中央部
を含む複数の測光エリアでの測色用測光手段の出力に基づいて被写体の色の純度を検出す
ることで、撮影対象となる被写体をより適正な露出で撮影することが可能になる。さらに
、本発明は、定常光測光手段の各測光エリアの測光出力のうち、最大出力と最小出力との
差分をコントラスト値とし、このコントラスト値を加味して露出補正量を決定するので、
被写体のコントラストが異なる場合においても、適正な露出補正量を得て適正な露出での
撮影が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の測光装置を装備した一眼レフカメラの模式的な斜視図である。
【図２】図１のカメラの要部の側面構成図である。
【図３】ペンタプリズムを背面側から見た測光センサの配置状態を示す図である。
【図４】測光センサの分割した測光エリアを示す図である。
【図５】測光センサの分光感度特性を示す図である。
【図６】カメラ回路構成の概略ブロック図である。
【図７】本発明の測光装置の測光動作のゼネラルフローチャートである。
【図８】レンズ通信処理のフローチャートである。
【図９】測光センサ出力Ｂｖｄ演算処理のフローチャートである。
【図１０】開放測光補正演算処理のフローチャートである。
【図１１】露出値演算処理のフローチャートである。
【図１２】測色処理のフローチャートである。
【図１３】光源補正値演算処理のフローチャートである。
【図１４】光源差補正処理のフローチャートである。
【図１５】測色パラメータ算出処理のフローチャートである。
【図１６】測色定数設定処理のフローチャートである。
【図１７】測色定数の一例を示す図である。
【図１８】測色判定処理のフローチャートのその１である。
【図１９】測色判定処理のフローチャートのその２である。
【図２０】領域測色補正値演算処理のフローチャートである。
【図２１】コントラスト補正処理のフローチャートである。
【符号の説明】
１　カメラボディ
２　撮影レンズ
５　ペンタプリズム
６　接眼光学系
８　測距装置（マルチ測距装置）
９　測光センサ
９Ｄ　定常光用測光センサ
９Ｇ　緑用測光センサ
９Ｂ　青用測光センサ
９Ｒ　赤用測光センサ
１１　レンズＲＯＭ
２０　制御回路
２６　ＥＥＰＲＯＭ
２７　ＲＡＭ



(14) JP 4374122 B2 2009.12.2

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】



(18) JP 4374122 B2 2009.12.2

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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